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 リンパ節は・線維性結合組織を主体とする被膜とそこから派生する架柱によって囲まれ、且つ
 不完全に区画された空間内に・細網組織からなる狭義のリンパ組織とリンパ洞が設営されたもの
 で,リンパ洞には輸入,出リンパ管が連絡し,リンパ路の一部を形成している。
 リンパ節内の細網線維は,リγパ組織,リンパ洞の何れにおいても突起をもつて互いに立体的
 に結合する細網細胞の細胞体に表面から陥入した形で包まれるか,あるいは洞内皮に被われ,リ
 ンパ流とは直接し左いことが知られている。このような細網線維が,他方被膜ないし梁柱の膠原
 線維に直接移行することは,古来しばしば指摘され,縛に膠原一,細網両線維の異同が論じられ
 るに当って・.この所見は・論議の対象となることが少くなかったにもかかわらず・両線維の移行
 の本態は,今日まで十分には明らかにされなかった。本研究は,健康な成犬の腸間膜リンパ節で,
 この部の微細構造を,著者らのBie■schow臼ky-Mare8ch法変法によって光学顕微鏡的に
 解析することによ9・細網線維は,被膜ないしは架柱の膠原線維に蔵接移行するような太いもの
 
 (著者の移行線維“)も・定型的細網線維も・表面を被膜内面の内皮下銀好性細線維網に続く
 銀好性細線維網に被われ,内部に被膜ないしは架柱の線維性結合組織の主要素である膠原線維性
 要素を種種の程度に含む点で共通であるばかりでなく、この点で梁柱もまた別種の構造物とは見
 なし得ないことを明らかにした。次いで,健康な成人語よび成犬のリンパ節で,リンパ節の線維
 惚斑網要素(以下線維性細網)は,形状,規模にむいてあらゆる中間型で互いに移行するばかり
 でたく,組織学的相互関係に語いて共通性を有し,空間的にも直接,間接相互に移行すること,
 これらの、点でも梁柱は規模の大きな線維性細網の一種と見なされること,リンパ洞における線維
 ・1噺貫1網とリγパ組織のそれとの間には差異を見出し難いことから・犬腸間膜リンパ節の細網組織
 にお・ける線維性細網の微細構造に関する所見は,リンパ節のすべての線維性細網に共通であること
 を論じ,更に弾性線維染色(FrenCH,4928),明礬カルミγによる核染色の併用により,リ
 ンパ節の線維性細網には・定型的細網線維に至るまで,膠原線維性要素の外にも・被膜ないし梁
 柱と一統き・D弾性線維が種種の程度に存在しうること,のみならず,被膜ないし梁柱の線維性結
 合組織の要素と見倣されるべき固定細胞すら存在すること・これらけ何れ争上述銀好性細線維網に
 包まれてそ「の内部に存在ナることを証明し,これによ匂成体にみられるリンパ節内の線維性細網
 け,架柱を含めて,被膜の内面を被う内皮下銀好性細線維網の続きが,その内部に被膜の線維性
 結合組絵○要素の～売きを種種の程度に含んで,リンパ節内を細網状に貫く被造物であることを拮
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 諭した。
 これらの所見と結論は,この外,前記被膜かよぴ梁柱の内皮下銀好性細線維網の明確な記載,
 むよびこのものを膠原線維の細網組織における終末展開物,ないしはそれに近い膠原線維惟要素
 が,線維性結合組織と洞内皮ないしは細網細胞との界面で銀好性を獲得したもの,換言すれぱ,
 こ.れら銀好性細線維網を,細網細胞あるいは洞内皮にとっての光学顕微鏡的基底膜に当たるもの
 と見なす論述とともに,そのほとんど総てが,先入の未知左いしは及び得なかった所に属する。
 これによって従来その微細構造を解析することなく,光学顕微鏡的オーダーで固有の物質から
 なる"線維.と見なされたリγパ節の細網線維は,光学顕微鏡的に見ても,被膜に沿ける線維性
 結合組織の総ての要素を含み得る構造物であることが明らかにされた。因に,以、ヒの知見は,著
 名らのBエe■8CヒOW8ky-Mare6ch法変法に依ることが多い。本法け,、ヒ述のように,極め
 て微細なものに至るまで銀好性線維を鮮明に呈示すると同時に,膠原一・銀好性両線維を異表る
 色調により明瞭に対比せしめる特長を有する。
 衆知のように,Fetieu■inの名は,M亀1■,siegfrエedの先駆的業績以来,細網線維
 を代表とする結合組織性銀好性線維に与えられた物質名である。近時,生化学的,組織化学的あ
 るいは電子顕微鏡的研究法などによってこの種線維の本態に関する知見は大いに加えられつつも,
 その物質としてつ独立性,あるいは本態をめく'つて、従来の知見に依然統一が見られない現在f
 本研究は,このよう旋点でも,その本態左いしけ実在性に関して根本的な問題を提起するもので
 ある。
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 審査結果の要旨
 リンパ節の網織=豪維は飽の細網組織一般,沿よぴ上皮の基底膜などに見られる同様の糠維とと
 もに銀好性線維と呼ばれ,古くから,Ko■■agenに近いがそれとばや、異る硬蛋白質,
 Reticulinより成るとされている。他方,リンパ節の被膜あるいは架柱を形成する線維性結
 合組織の膠原線維が,連続的に細網線維に移行する状態は生理的にもしぱしば指摘される所であ
 る。木論文はこのような膠原一,細網線維移行部,更に引き続いて細網線維の光学顕微鏡的微細
 構造を,著者らの考案したBieユschOw8ky-Maresch法変法島Frenchの弾性線維染色
 および明暮カルミン核染色の併用により詳細に観察した。その結果・被膜に続いてリンパ節内に
 存在する線維性支質は,梁柱から細網線維に至るまですべて共通の構成を有し得る点で,共通の
 構造物と見倣されるべきことを明らかにしている。
 即ち,線維性構造物はその表層は被膜の内面(即ち洞内皮の基底膜)に続く銀好性の細線維網
 で被覆され,その内部に膠原線維,弾性線維なξの結合組織線維を種々の程度に含み得る。後者,
 即ち結合組織性の内容が多少とも多い場合熊その構造物は梁柱と呼仁撫診他方,その内容力薇とんど左く,銀好肱
 細線維繭のみが束状に収斂し,銀染色により一本の線維のように見えるときは細網線維と呼ばれる。
 この両者は,その内容としての結合組織の量,その構成要素の配合乃至配列(集束)状態の違い
 に基づく種々の中間型があって,リンパ節の線維性構造物はすべてその各種の表現型として理解
 し得る。弾性線維は梁柱および細網線維の内部にあって,銀矧生細線維網に被われて存在するが
 その分布は不平等で,梁柱の同線維に富む部から展開する細網脚に多く見られる。また,いわゆ
 る細網線維内には,結合組織の細胞要素,恐らくは線維細胞も銀好陸細線維網に包まれて存在す
 る。
 銀好性細線維網はリンパ節の線維性構造の銀好性を決定する要素で,その被覆の下にある膠原
 線維の量と分散度(集束程度)によって,被膜,梁柱から細網線維に至る各種の銀好性を生ずる
 と共に,細網細胞あるいは洞内皮との接触面における膠原線維の最終展開物であると見做される。
 以上,本論文の本質的な部分ld',従来,一種類の〃線維〃と考えられていたリンパ節の細網線
 維は銀好性の細線維網に包まれた線維性結合組織の全構成要素の突起であり,その量や配合状態
 などによって細網線維の諸形状が表現されるという点である。近時,組織化学的あるいは電子顕
 微鏡的に多ぐの知見が加えられてきたが,細網線維の水態についてはその知見も多ぐの不統一や
 不明な点が残されている。太研究はその解明に重要な示唆を提起したものといえる。
 従って本研究は学位を授与するに値するものと認める。
 一46}肇・
